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加賀藩の美術工芸Ⅱ

NHK会長賞 《沈黒象嵌合子「能登残照」》 山岸一男（石川）

【古美術】

【工芸】

─守・破・離─ 【近現代絵画･彫刻】

第63回

石川の文化財

秋の優品選Ⅱ

優品選

長谷川大治郎・梶本良衛 木彫二人展

日本伝統工芸展 金沢展

企画展Topics「絵画にみる江戸のくらし」
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◆主催／石川県教育委員会、日本放送協会金沢放送局、朝日新聞社、北國新聞社、日本工芸会
◆後援／富山県教育委員会、福井県教育委員会

10月28日（金）～11月6日（日） 会期中無休 ※最終日（6日）は午後5時まで（入場は午後4時30分まで）

日本伝統工芸展 金沢展第63回
1F企画展示室

朝日新聞社賞 《彩釉器》
田島正仁（石川）

　

我
が
国
は
、四
季
の
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
、多
様
な
自

然
環
境
を
形
成
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、各
地
の
風
土

に
根
ざ
し
た
工
芸
品
が
生
み
出
さ
れ
、伝
統
技
術
を
大

切
に
継
承
し
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。本
展
は
、こ
の
優

れ
た
伝
統
技
術
の
保
護
と
後
継
者
の
育
成
、な
ら
び
に
伝

統
工
芸
に
対
す
る
普
及
を
目
的
と
し
て
、毎
年
開
催
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

六
十
三
回
目
と
な
る
本
年
は
、陶
芸
・
染
織
・
漆
芸
・
金

工
・
木
竹
工
・
人
形
・
諸
工
芸（
七
宝
・
硝
子
・
截
金
な
ど
）の

七
部
門
の
入
選
作
品
六
二
七
点
の
中
か
ら
、重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
・
受
賞
者
等
の
作
品
と
、北
陸
及
び
そ
の
他

の
地
の
入
選
作
品
を
含
め
、三
五
四
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

今
回
の
石
川
県
の
入
選
者
は
七
〇
人
で
、そ
の
う
ち
山

岸
一
男
氏（
漆
芸
）が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
賞
、田
島
正
仁
氏（
陶

芸
）が
朝
日
新
聞
社
賞
、寺
西
松
太
氏（
漆
芸
）が
日
本
工

芸
会
保
持
者
賞
、竹
岡
千
穂
氏（
漆
芸
）が
日
本
工
芸
会

新
人
賞
を
、そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

林田英樹氏

◆
観
覧
料

一　

般

個　

人

団
体（
二
十
名
以
上
）

大
学
生

高
校
生
以
下

六
〇
〇
円

四
〇
〇
円

無　

料

五
〇
〇
円

三
〇
〇
円

無　

料

演
題
／「
一〇
〇
年
後
に
残
る
工
藝
の
た
め
に
」

講
師
／
林
田
英
樹
氏

　
　
　
（
公
益
社
団
法
人
日
本
工
芸
会
理
事
長
・
元
文
化
庁
長
官
）

日
時
／
10
月
30
日（
日
） 

午
後
1
時
30
分
〜

会
場
／
美
術
館
ホ
ー
ル 

《
聴
講
無
料
》

◆
講
演
会

日本工芸会保持者賞 《蒔絵箱「夜景」》
寺西松太（石川）

日本工芸会新人賞 《乾漆盛器「覇王樹」》
竹岡千穂（石川）

◆
展
示
作
品
解
説

10
月
29
日（
土
）

《
染　

織
》 

坂
口
幸
市

《
陶　

芸
》 

》武
腰　

潤

30
日（
日
）

《
金　

工
》 

般
若　

保

講
演
会

《
陶　

芸
》 

中
田
一
於

《
漆　

芸
》 

寺
西
松
太

11
月
1
日（
火
）

《
木
竹
工
》 

細
川　

毅

《
人　

形
》 

紺
谷　

力

2
日（
水
）

《
木
竹
工
》 

川
北
良
造

《
染　

織
》 

毎
田
健
治

3
日（
木･

祝
）

4
日（
金
）

《
金　

工
》 

宮
薗
士
朗

《
陶　

芸
》 

田
島
正
仁

5
日（
土
）

《
金　

工
》 

魚
住
為
楽

《
漆　

芸
》 

小
森
邦
衞

6
日（
日
）

《
漆　

芸
》 

前　

史
雄

石
川
県
立
美
術
館
長 

嶋
崎 

丞

日　

時

11
時
〜

13
時
30
分
〜

31
日（
月
）

※

当
館
友
の
会
会
員
は
、受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体

料
金
に
な
り
ま
す
。
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10月14日（金）～11月15日（火） 会期中無休

加賀藩の美術工芸Ⅱ

　

今
回
は
特
集「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
」で
、こ
れ
ま
で
ほ

ぼ
毎
回
展
示
さ
れ
て
き
た《
青
貝
敬
字
箪
笥
》に
つ
い
て
改

め
て
紹
介
し
ま
す
。本
作
は
、加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱

紀
が
書
物
を
収
め
、座
右
に
置
い
て
使
用
し
た
箪
笥
で
す
。

扉
正
面
に
螺
鈿
で「
敬
」の
一
字
を
大
き
く
あ
し
ら
い
、そ

の
下
に『
周
易
』の
一
節「
敬
以
直
内 

義
以
方
外 

敬
義
立

而
徳
不
孤
」が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
一
節
は
様
々
に
注

釈
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
敬
う
こ
と
で
内
面
を
正
直
に
し
、

正
し
い
筋
道
に
よ
っ
て
外
に
あ
た
る
と
、そ
の
徳
に
よ
っ

て
孤
立
す
る
こ
と
は
な
い
」と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。さ
ら
に
儒
教
の
新
し
い
学
問
体
系
で
あ
る
朱
子
学
で

は
、敬
を
無
限
の
向
上
心
を
も
っ
て
学
ぶ
原
動
力
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。こ
こ
に
、書
物
を
体
系
的
に
収
集
し
、か

つ
丹
念
に
読
み
込
む
と
い
う
綱
紀
の
学
問
観
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、学
問
に
よ
る
人
間
陶
冶
に
よ
り
周
囲
か
ら
の

尊
敬
や
信
頼
を
得
る
こ
と
で
、孤
立
や
対
立
が
な
い
平
和
な

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
信
念
が
、前
田
綱
紀

に
よ
る
文
化
政
策
の
根
幹
で
し
た
。そ
し
て
こ
の
思
想
に
深

く
共
感
し
、世
界
大
戦
に
突
入
し
て
ゆ
く
時
代
に
あ
っ
て
も

文
化
の
力
を
信
じ
た
の
が
、前
田
家
十
六
代
・
利
為
で
し
た
。

今
年
度
こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た「
名
物
前
田
藤
四
郎
と
甲

冑
・
陣
羽
織
」、「
前
田
利
為
の
業
績
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」そ
し

て
今
回
の「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
」は
、い
ず
れ
も
昨
年
の
特

別
展「
加
賀
前
田
家 

百
万
石
の
名
宝
」を
補
完
す
る
こ
と
を

第
一
の
趣
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、展
示
さ
れ
た
文
化
財
に

は
前
田
家
歴
代
の
文
化
に
対
す
る
高
邁
な
精
神
と
、そ
れ
を

実
現
す
る
強
靱
な
意
志
が
投
影
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

石
川
県
に
は
、歴
史
的
あ
る
い
は
芸
術
的
に
優
れ
た
貴

重
な
文
化
財
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、江

戸
時
代
に
加
賀
藩
主
と
な
っ
た
前
田
家
の
文
化
的
施
策
が

大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、そ
の
歴
史
的
背
景
を
基
盤

と
す
る
と
こ
ろ
の
石
川
の
文
化
風
土
は
、芸
術
・
文
化
全
般

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
と
い
う
か
た
ち
で
今
日
に
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　

能
登
地
区
は
日
本
海
の
海
上
交
通
に
よ
り
、大
陸
と
の

接
触
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
た
め
、歴
史
的
な
風
土
や
文

化
を
色
濃
く
物
語
る
も
の
を
中
心
と
し
た
文
化
財
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。一
方
、加
賀
地
区
で
は
、古
代
・
中
世
に
お
い

て
白
山
信
仰
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
や
、中
央
の
社
寺
の

荘
園
と
し
て
開
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、そ
れ
を
反
映
す
る

文
化
財
が
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、前
田
家
が
加
賀
藩
主
と

な
っ
て
文
化
の
展
開
を
み
せ
て
以
降
は
、前
田
家
を
中
心
に

収
集
・
育
成
さ
れ
た
文
化
財
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
館
で
は
そ
れ
ら
の
文
化
財
、中
で
も
美
術
工
芸
品
を
中

心
に
収
集
活
動
を
行
い
、ま
た
保
存
と
活
用
を
目
的
と
し
て

県
内
の
社
寺
や
個
人
の
方
々
か
ら
多
く
の
寄
託
を
受
け
て

い
ま
す
。本
展
は
、こ
う
し
た
石
川
県
の
貴
重
な
文
化
遺
産

の
一
端
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、文
化
財
保
護
法
に

定
め
る
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
公
開
を
目
的
と
し
て
開
催
す

る
も
の
で
す
。

　

石
川
県
に
は
現
在
二
件
の
国
宝
が
所
在
し
て
い
ま
す
。当

館
が
所
蔵
す
る《
色
絵
雉
香
炉
》と
白
山
比
咩
神
社
所
蔵
の

《
剣 

銘
吉
光
》で
す
。そ
の
二
件
の
国
宝
を
同
時
に
見
る
こ

と
の
で
き
る
機
会
で
す
。ぜ
ひ
お
見
逃
し
無
く
。

県文 《盛上菊図》 真宗大谷派金沢別院蔵

第2展示室 【古美術】

石川の文化財
前田育徳会尊經閣文庫分館

10月14日（金）～11月15日（火） 会期中無休

《青貝敬字箪笥》

と
う
や

こ
う
ま
い

き
ょ
う
じ
ん
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高光一也 《裸婦》
1956年

高光一也 《秋Ⅰ》 1936年
石川県立工業高等学校蔵

長谷川大治郎 《立形･実在》 梶本良衛 《ワ・タ・シ》

木彫二人展
長谷川大治郎・梶本良衛

　

前
号
で
は
鴨
居
玲
の
作
品
に
関
し
て
守
破
離
を
語
り
ま

し
た
の
で
、今
回
は
当
館
の
油
彩
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
根
幹

を
な
す
高
光
一
也
作
品
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

　

高
光
が
本
県
帝
展
入
選
者
第
一
号
と
な
っ
た
の
は
、昭

和
七
年
第
十
三
回
展
に
お
い
て
で
し
た
。そ
の
三
年
前
に

高
光
は
父
の
友
人
暁
烏
敏
の
紹
介
で
、中
村
研
一
に
師
事

し
ま
し
た
。昭
和
十
一
年
文
展
監
査
展
で
特
選
候
補
と

な
っ
た《
秋
Ⅰ
》は
、師
中
村
の
雄
勁
な
筆
致
と
色
彩
を
よ

く
取
り
入
れ
た
大
作
で
す
。師
の
作
品
が
都
会
の
男
女
の

群
像
で
あ
る
の
に
対
し
、弟
子
は
農
村
の
男
女
の
憩
い
を

描
き
ま
し
た
。以
後
戦
後
二
十
五
年
頃
ま
で
を「
守
」と
し

て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

次
い
で
、「
破
」は
二
十
七
年
の《
裸
婦
》に
始
ま
り
、二
十

九
年
の
初
渡
欧
時
以
降
三
十
八
年《
雪
人
夫
》ま
で
の
、大
胆

な
筆
致
で
量
感
た
っ
ぷ
り
の
裸
婦
と
白
黒
に
近
い
モ
ノ
ト
ー

ン
の
裸
婦
、さ
ら
に
当
時
流
行
の
抽
象
作
品
に
呼
応
し
て
幾

何
学
的
に
人
体
が
表
現
さ
れ
て
い
っ
た
時
代
で
す
。

　

高
光
は
ほ
ぼ
十
年
を
単
位
に
作
風
を
変
化
さ
せ
て
い
き

ま
し
た
。そ
の
集
成
と
も
い
え
る
昭
和
五
十
年
以
降
の
作
品

が「
離
」に
あ
た
り
ま
す
。《
ア
ラ
ブ
の
旅
》、《
カ
サ
ブ
ラ
ン

カ
》な
ど
か
ら
始
ま
る
、現
代
の
日
本
女
性
を
異
国
の
風
俗

や
風
景
・
遺
跡
を
背
景
に
た
た
ず
ま
せ
、明
る
く
健
康
的
に

女
性
美
を
歌
い
あ
げ
た
作
品
群
で
す
。

　

高
光
の
変
化
に
富
む
六
十
年
に
及
ぶ
画
業
と
、鴨
居
の
四

十
年
程
の
一
時
期
以
外
ほ
ぼ
同
一
線
上
の
画
業
、そ
れ
ぞ
れ

の
作
家
に
守
破
離
が
あ
り
ま
す
。習
作
期
、確
立
期
、円
熟

期
、変
化
で
あ
り
深
化
を
と
げ
て
ゆ
く
作
品
群
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　

良
質
の
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
た
我
が
国
で
は
、豊
か
な

木
の
文
化
が
窺
え
ま
す
。そ
ん
な
な
か
、我
が
国
の
仏
像
に

は
伝
統
的
に｢

一
木
造｣

と｢

寄
木
造｣

の
制
作
法
が
あ
り
ま

す
。一
木
造
は
基
本
、一
本
の
丸
太
か
ら
彫
り
進
め
て
、本

体
を
中
心
に
作
品
を
仕
上
げ
る
も
の
で
す
が
、原
木
の
個

性
が
表
れ
る
一
方
、ど
う
し
て
も
作
品
の
大
き
さ
に
制
限

が
生
じ
ま
す
。一
方
、寄
木
造
の
方
は
主
要
部
材
と
し
て
細

め
の
材
木
等
も
継
ぎ
交
え
て
彫
り
進
め
る
も
の
で
、作
品

の
大
型
化
と
分
業･

大
量
生
産
が
容
易
で
、平
安
時
代
以
降

の
主
要
と
な
っ
た
制
作
法
で
す
。本
展
の
両
作
家
に
お
い

て
も
、一
木･

寄
木
的
両
技
法
、プ
ラ
ス
α
の
技
法
が
窺
え

ま
す
。

　

長
谷
川
氏
の
大
型
作
品
で
は
、ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
的
な

10月14日（金）～11月15日（火）
会期中無休

第4展示室

─守・破・離─

10月14日（金）～11月15日（火）
会期中無休

優品選
第3・6展示室 【近現代絵画・彫刻】

い
ち
ぼ
く
づ
く
り

よ
せ
ぎ
づ
く
り

積
み
上
げ
ス
タ
イ
ル
の
作
品
の
ほ
か
、具･

抽
象
を
混
ぜ
た

パ
ー
ツ
構
成
に
よ
る
空
間
構
成
的
な
作
品
パ
タ
ー
ン
が
見

え
ま
す
が
、前
者
は
一
木
造
的
、後
者
は
い
う
な
れ
ば
寄
木

的
な
制
作
法
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

梶
本
氏
の
作
品
は
基
本
、大
き
な
杉
材
を
中
心
と
す
る
一

木
造
的
な
要
素
の
作
品
が
多
く
見
え
る
も
の
の
、部
分
を
巧

に
繋
ぐ
と
と
も
に
手
か
ら
先
は
鉄
で
作
る
ほ
か
、長
谷
川
氏

と
同
様
、　

や
ダ
ボ
で
パ
ー
ツ
を
繋
い
で
フ
ォ
ル
ム
を
構
成

す
る
作
品
も
窺
え
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
継
ぎ
合
わ
せ
に
よ
る
発
展
が
可
能
で
、し
な
や

か
で
、細
く
て
も
粘
り
強
さ
を
発
揮
す
る
木
の
特
性
を
生
か

し
た
も
の
で
、さ
ら
に
漆
の
塗
布
や
着
色
を
施
す
な
ど
し
て

多
様
で
独
自
の
展
開
を
示
し
て
い
ま
す
。
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一
般
社
団
法
人
示
現
会
は
、本
年
四
月
、東
京
の
国
立
新

美
術
館
で
第
六
十
九
回
展
を
開
催
し
ま
し
た
。巡
回
金
沢
展

で
は
、昨
年
に
続
い
て
本
部
基
本
作
品
六
十
一
点（
受
賞
作

品
を
含
む
）と
地
元
石
川
県
作
品
三
十
三（
遺
作
一
）点
、合

計
九
十
五
点
を
展
示
し
ま
す
。示
現
会
は
堅
実
中
正
、清
新

な
具
象
絵
画
を
目
指
し
て
、昭
和
二
十
二
年
石
川
寅
二
を
中

心
に
創
立
以
来
、（
故
）大
内
田
茂
士
、（
故
）楢
原
健
三
の
両

芸
術
院
会
員
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
示
現
会
石
川
県
支
部
は
、平
成
二
十
一
年

に
設
立
さ
れ
、多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
支
援
の
も
と
に
、

翌
二
十
二
年
よ
り
巡
回
金
沢
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

春
の
空
に
フ
ワ
リ
と
浮
か
ぶ
雲

　

タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
が
フ
ワ
フ
ワ
と
飛
び
、モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ

が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
舞
う
、河
岸
で
は
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
の
群
れ
頬
を

な
で
る
、こ
こ
ち
よ
い
風
等
に
考
え
て
い
る
時
に
、ふ
う（
風
）を

思
い
付
き
、全
員
の
気
持
ち
が
一
致
し
ま
し
た
。

　

自
由
で
新
し
い
発
想
に
よ
る
絵
画
制
作
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。今
回
、石
川
や
富
山
在
住
作
家
の
会
員
相
互
の
協
力
に
よ

り
、発
表
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

抽
象
、具
象
を
問
わ
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
や
表
現
方
法
が
個

性
豊
か
に
現
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に

ご
覧
い
た
だ
き
、ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
回
の
工
芸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
陶
芸
作
品
の
中
に
は
、

セ
ッ
ト
で
制
作
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
組
物
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。小
さ
い
皿
、向
付
な
ど
で
、そ
れ
ぞ
れ
同
じ
形
体
を
し

た
も
の
が
五
、六
点
で
一
組
の
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

向
付
と
は
、本
来
日
本
料
理
で
膳
の
向
こ
う
側
に
配
す
る

容
器
の
こ
と
で
、な
ま
す
な
ど
の
酢
の
物
や
刺
身
な
ど
を
盛

り
つ
け
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
小
皿
は
、醤
油
や
酢
を

入
れ
た
り
漬
け
物
を
盛
っ
た
り
、た
く
さ
ん
の
料
理
を
取
り

分
け
る
際
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。い

ず
れ
に
せ
よ
美
術
作
品
と
し
て
は
、過
度
な
装
飾
を
ひ
か

え
、料
理
を
引
き
立
た
せ
る
よ
う
な
意
匠
の
も
の
が
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

本
展
に
出
品
の
、北
大
路
魯
山
人
作《
染
付
銹
絵
紅
葉
文

八
角
向
付
》（
①
）は
、六
客
一
組
で
八
角
形
を
し
た
筒
状
の
姿

を
し
て
い
ま
す
。湯
呑
み
の
よ
う
な
形
状
で
向
付
と
し
て
は

や
や
深
い
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
が
、側
面
に
茶
褐
色
の
銹
絵

で
表
し
た
紅
葉
と
、染
付
の
線
条
文
を
交
互
に
配
し
、川
の
流

れ
に
紅
葉
が
散
っ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
、秋

の
季
節
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。一
方
、富
本
憲
吉
作《
竹
林
月

夜
図
皿
》（
②
）は
五
枚
一
組
で
、見
込
に
そ
れ
ぞ
れ
染
付
で
郷

里
・
大
和
の
情
景
が
簡
潔
な
筆
致
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。中
央

や
や
下
方
に
倉
を
配
し
、そ
の
両
側
に
は
生
い
茂
る
竹
林
を

描
き
、上
方
の
空
に
は
月
が
出
て
雲
が
た
な
び
く
穏
や
か
な

景
観
を
抒
情
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、季
節
感

や
自
然
の
情
景
を
さ
り
げ
な
く
あ
し
ら
っ
た
器
は
、和
食
に

ぴ
っ
た
り
の
作
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

②富本憲吉
　《竹林月夜図皿》

第69回
示現会展巡回金沢展

①北大路魯山人
　《染付銹絵紅葉文八角向付》

11月9日（水）～13日（日） 会期中無休

第7～9展示室

風の会
11月16日（水）～20日（日） 会期中無休

第7展示室

10月14日（金）～11月15日（火）
会期中無休

秋の優品選Ⅱ
第5展示室 【工芸】

◇
入
場
料
／
一　
　

般
：
五
〇
〇
円（
10
名
以
上
四
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　

65
歳
以
上
：
四
〇
〇
円
、大
高
生
：
三
〇
〇
円

◇
連
絡
先
／
南
外
志
雄

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
九
〇
│
六
八
一
〇
│
〇
四
三
六

※

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方（
と
付
添
者
）、中
学
生
以
下
：
無
料

◇
入
場
無
料

◇
後
援
／
北
國
新
聞
社
、北
國
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー
、テ
レ
ビ
金
沢

◇
連
絡
先
／
江
守
マ
リ
子　

金
沢
市
長
町
一
丁
目
三
│
三
六

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
七
六
│
二
二
一
│
三
五
八
八（
自
宅
）、

　
　
　
　
　
　
　

  

〇
七
六
│
二
四
五
│
七
四
〇
三（
ア
ト
リ
エ
）

　
　
　
　
　

辰
村
浩
子　

電
話：〇
九
〇―

三
二
九
七―

五
三
六
一
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第101回
公募写真展研展

第7・8展示室

　

青
柳
会（
元
金
沢
玄
心
会
）は
、書
に
お
け
る
古
典
研
究
と
創
作
を
目

的
に
六
年
前
に
立
ち
上
げ
、微
力
な
が
ら
研
鑽
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。本
部
、玄
心
会
は
神
戸
に
あ
り
、芸
術
院
賞
受
賞
者
で
あ
り
ま
す
故

劉
蒼
居
先
生
が
設
立
さ
れ
た
組
織
で
、以
来
二
十
八
年
と
な
り
ま
す
。

　

青
柳
会
と
し
て
第
一
回
目
と
な
る
今
回
の
会
員
展
に
は
、日
頃

勉
強
し
て
い
る
古
典
を
基
本
と
し
て
漢
字
、調
和
体
、古
典
の
臨
書

等
々
を
自
由
な
感
性
で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
『
書
は
書
い
て
な
ん
ぼ
や
』と
は
、わ
が
玄
心
会
創
立
者
で
あ
る

故
劉
蒼
居
先
生
の
口
癖
で
あ
り
ま
し
た
が
、今
回
の
会
員
展
の
作

品
に
、そ
の
日
頃
の
研
鑽
の
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
か
ど
う
か
、ご

高
覧
い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
幸
甚
で
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
青
柳
会
会
長 

中
川
青
玲　

小
松
市
島
町
ル
十
八

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
七
六
一
│
四
四
│
四
二
六
五

　

今
秋
、東
京
六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第

六
十
二
回
一
陽
展（
九
月
二
十
八
日
〜
十
月
十
日
）に
出
品
し
た
、

一
陽
会
石
川
支
部
メ
ン
バ
ー
の
絵
画
二
十
九
点
、版
画
二
点
、彫
刻

二
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

一
陽
会
は「
清
新
に
し
て
深
奥
な
る
も
の
の
創
造
に
勉
励
し
、新

時
代
の
美
術
を
推
薦
せ
ん
と
す
る
。尖
鋭
な
る
未
完
成
こ
そ
推
薦

し
、前
人
未
踏
の
新
分
野
の
確
立
に
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
」。

　

こ
の
精
神
を
ふ
ま
え
、日
々
研
鑽
努
力
し
て
き
た
渾
身
作
を
展

示
い
た
し
ま
す
。美
術
愛
好
家
の
方
々
に
ご
高
覧
い
た
だ
い
て
、ご

教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
一
陽
会
石
川
支
部
副
支
部
長 

竹
田
明
男

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
七
六
│
二
四
八
│
五
八
九
八

　

東
京
写
真
研
究
会
が
主
催
す
る
研
展
は
、関
東
、中
部
、関
西
、

北
陸
の
四
支
部
で
構
成
さ
れ
、公
募
展
は
四
支
部
巡
回
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。会
員
部
門
と
公
募
部
門
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、

今
回
は
三
四
八
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

北
陸
支
部
に
お
い
て
の
入
選
者
は
、会
員
部
門
が
五
名
、公
募

部
門
は
四
名
と
な
り
ま
し
た
。会
員
部
門
の「
研
展
大
賞
」を
北

陸
部
で
は
十
年
ぶ
り
に
高
田
進
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

合
評
会
は
十
二
月
四
日（
日
）午
後
二
時
よ
り
行
い
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
土
田
貴
夫

　
　
　
　
　

金
沢
市
東
山
二
丁
目
二
│
八

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
七
六
│
二
五
一
│
〇
七
二
三

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
堀
一
浩

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
九
〇
│
四
三
二
六
│
五
八
四
九

　

石
川
独
立
は
、昭
和
五
十
四
年
に
県
内
在
住
の
独
立
展
出
品

者
を
中
心
に
D
O
展
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。日
本
的
フ
ォ
ー

ビ
ズ
ム（
野
獣
派
）の
流
れ
を
汲
む
独
立
展
は
、自
由
で
個
性
強

烈
な
作
家
を
輩
出
し
て
い
る
事
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

大
部
雅
子
、京
岡
英
樹
、桑
野
幾
子
、田
井
淳
、西
又
浩
二
、

堀
一
浩
、堀
田
正
人
、三
浦
賢
治
、乙
部
久
子
、桜
井
節
子

11月30日(水)～12月5日(月) 会期中無休

第26回
石川独立DO展

第8・9展示室

11月23日（水・祝）～27日（日） 会期中無休

第1回2016 青柳会書展
第9展示室

11月25日（金）～27日（日） 会期中無休

一陽会 金沢展
第7～9展示室

11月30日（水）～12月5日（月） 会期中無休
（最終日のみ午後5時閉室）

◆
出
品
予
定
作
家
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平成28年1月4日（水）～2月12日（日） 会期中無休

行
事
予
定

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
ポ
ー
ト

企画展Topics

「絵画にみる江戸のくらし ─浮世絵版画を中心に─」

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

聴
講
無
料

（
19
分
）

（
25
分
）

　
日（
日
）

13

　
月
11

「
美
術
工
芸
品
の
取
り
扱
い
方
8 

刀
剣
」

「
シ
リ
ー
ズ
い
し
か
わ
の
文
化
財
〜
建
造
物
編
〜

《
記
憶
へ
の
回
帰
》」

磁
気
式
お
絵
か
き
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
、展
示
室
の
作
品
を
ス
ケ
ッ
チ

し
ま
す
。

■
秋
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク

午
後
1
時
〜
3
時
受
付

（
所
要
時
間
30
〜
40
分
）

　
日（
木
・
祝
）

3

　
月
11

展
示
室
で
ス
ケ
ッ
チ
Ｇ
Ｏ
！

■
土
曜
講
座

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

石
川
の
文
化
財
3　

能
登
地
方

谷
口　

出

　
日（
土
）

5

　
月
11

松
田
権
六
の
師
・
六
角
紫
水

有
賀　

茜

　
日（
土
）

12

　
月
11

石
川
の
文
化
財
4　

大
乗
寺

谷
口　

出

　
日（
土
）

26

　
月
11

　

新
春
の
企
画
展
は「
絵
画
に
み
る
江
戸
の
く
ら
し
│
浮
世
絵
版
画
を

中
心
に
│
」と
題
し
て
、当
館
の
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
。浮
世
絵
と
い
い
ま
す
と
、喜
多
川
歌
麿
や
葛
飾
北
斎
、歌
川

広
重
な
ど
の
絵
師
を
思
い
浮
か
べ
る
向
き
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。し

か
し
今
回
は「
江
戸
の
く
ら
し
」と
い
う
観
点
か
ら
、当
時
の
人
た
ち
の

生
活
を
、絵
画
の
な
か
に
見
出
し
て
行
き
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
生
活
は
、い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。浮
世
絵
は
、か
つ
て
江
戸
に
暮
ら
し
た
人
た
ち
の
姿
を
い
ま

に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。テ
レ
ビ
や
雑
誌
の
な
か
っ
た
当
時
、浮
世
絵
は
最

新
流
行
を
伝
え
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
、美
男
美
女
の
グ
ラ
ビ
ア
、旅

行
ガ
イ
ド
な
ど
、様
々
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。そ
こ
に
は
、江

戸
の
く
ら
し
が
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
よ
う
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
選
ん
だ
浮
世
絵
、約
二
〇
〇
点
に
加
え

て
、く
ら
し
を
彩
っ
た
工
芸
品
や
絵
画
作
品
な
ど
も
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

学
校
出
前
講
座
が
九
月
末
に
小
松
市
立
向
本
折
小
学
校
、加
賀
市
立
分
校
小
学
校
、十
月
に
入

り
志
賀
町
立
志
賀
小
学
校
、中
能
登
町
立
鹿
島
小
学
校
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。遠
足
の
季
節
で

も
あ
り
学
校
団
体
や
小
グ
ル
ー
プ
で
の
児
童
・
生
徒
の
来
館
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。今
年
は
当

館
や
歴
史
博
物
館
な
ど
兼
六
園
周
辺
の
文
化
施
設
で
、小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。各
施
設
で
の
鑑
賞
や
体
験
活
動
を
行
う
と
御
朱

印
帳
な
る
ス
タ
ン
プ
帳
に
ハ
ン
コ
が
押
さ
れ
、そ
の
数
に
よ
っ
て
足
軽
か

ら
大
将
、大
名
将
軍
と
出
世
し
て
い
く
も
の
で
す
。夏
休
み
に
は
大
盛
況
で

し
た
が
、秋
の
企
画
展
の
団
体
鑑
賞
な
ど
で
も
ハ
ン
コ
を
押
し
た
御
朱
印

帳
を
配
布
し
、学
校
で
の
来
館
を
き
っ
か
け
に
個
人
で
も
美
術
館
へ
足
を

運
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

第
1
章 

遊
楽
の
情
景

　

江
戸
の
人
た
ち
の
遊
び
は
、四
季
折
々
の
ア
ウ
ト
ド
ア
か
ら
、各
種

の
芸
事
や
吉
原
遊
里
と
い
っ
た
イ
ン
ド
ア
ま
で
多
種
多
様
。新
収
蔵
の

《
金
沢
士
庶
遊
楽
図
屏
風
》や
、江
戸
時
代
に
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
工

芸
品
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

第
2
章 

旅
と
信
仰

　

気
軽
な
近
郊
へ
の
お
出
か
け
に
加
え
、誰
も
が
一
生
に
一
度
は
、と

夢
見
た
お
伊
勢
参
り
な
ど
、江
戸
の
人
た
ち
が
愛
し
た
旅
路
を
、歌
川

広
重《
江
戸
名
所
百
景
》や《
東
海
道
五
十
三
次
》と
い
っ
た
誰
も
が
知

る
名
作
と
と
も
に
め
ぐ
り
ま
す
。

第
3
章 

く
ら
し
の
な
か
の
喜
び
楽
し
み

　

恋
人
か
ら
の
手
紙
に
一
喜
一
憂
し

た
り
、家
事
や
子
育
て
に
追
わ
れ
た

り
、は
た
ま
た
歌
舞
伎
ス
タ
ー
に
夢

中
に
な
っ
た
り
。現
代
に
も
通
じ
る
、

く
ら
し
の
な
か
の
一
コ
マ
を
の
ぞ
い

て
み
ま
す
。

歌川国芳
《当世商人日斗計 日七ツ時》

申
込
不
要
・
要
観
覧
料
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11月の休館日は
16日（水）～18日（金）

松蒔絵飾箱
昭和41年（1966） 幅16.0×奥行27.5×高11.5cm

アラカルト ただいま展示中

松田権六　まつだ・ごんろく
　明治29年～昭和61年（1896～1986）

a la carte  No.16

一　般 360円（290円）
大学生 290円（230円）
高校生以下　無料

コレクション展観覧料

午前9：30～午後6：00
今月の開館時間

午前10：00～午後7：00 年中無休
カフェ営業時間

※（　　）内は団体料金
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展示室無料の日（11月は7日）

　

印
籠
蓋
の
側
面
か
ら
甲
部
に
か
け
て
描
か
れ
た

松
は
、ぐ
ね
ぐ
ね
と
曲
が
り
く
ね
り
、ど
こ
と
な
く

神
秘
的
な
雰
囲
気
を
た
た
え
て
い
ま
す
。側
面
か
ら

わ
ず
か
に
孤
を
描
い
て
飛
ん
で
き
た
小
鳥
は
、枝
の

あ
い
だ
を
く
ぐ
り
、つ
が
い
と
な
っ
て
樹
上
に
く
つ

ろ
い
で
い
る
様
子
。ま
る
で
異
時
同
図
法（
同
じ
対

象
を
く
り
返
し
描
い
て
、時
間
の
経
過
を
表
現
す
る

方
法
）の
よ
う
に
、見
る
者
の
視
線
を
誘
導
し
て
ゆ

き
ま
す
。さ
ら
に
蓋
を
あ
け
る
と
、身
の
部
分
に
は

ま
っ
た
く
異
な
る
意
匠
が
現
れ
ま
す
。し
ぶ
き
を
上

げ
る
波
頭
や
静
か
な
波
打
ち
際
、そ
の
ふ
ち
に
ち
ら

ば
っ
た
と
り
ど
り
の
貝
が
金
蒔
絵
で
表
現
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。さ
ら
に
松
へ
目
を
戻
す
と
、た
れ
下

が
る
サ
ル
オ
ガ
セ（
地
衣
類
の
一
種
）や
、メ
キ
シ
コ

鮑
で
表
現
さ
れ
た
松
の
実
の
大
き
さ
が
際
立
っ
て

い
ま
す
。松
を
理
想
化
し
て
表
現
し
た
と
考
え
ら

れ
、本
作
は
吉
祥
図
案
の
ひ
と
つ
と
し
て
理
解
さ
れ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

本
作
に
は
松
田
自
身
の
添
書
が
あ
り
、そ
れ
に

よ
る
と「
桐
柾
材
で
作
り
箱
の
内
外
全
面
を
均
等

に
焼
鏝
で
炭
化
せ
し
め
」、本
堅
地
を
施
し
て
か
ら

「
摂
氏
八
十
度
の
熱
處
理
を
連
続
八
時
間
」行
っ
た

と
い
い
ま
す
。そ
れ
は「
変
形
故
障
の
憂
な
き
よ
う
」

に
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
り
、美
し
さ
だ
け
で
な

く
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、漆
に
は
常
に
変
わ
ら
ぬ

耐
久
性
が
な
く
て
は
な
ら
ん
と
考
え
た
、松
田
ら

し
い
一
品
な
の
で
す
。

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室次回の展覧会

幽玄の世界
能面･能装束

優品選
─守・破・離─

明治の工芸開光市展
─誕生（BIRTH）─

第63回
日本伝統工芸展金沢展
10月28日（金）～
11月6日（日）

大乗寺の文化財

1F企画展示室第4展示室第3・6展示室 第5展示室

会期：
11月19日（土）～12月18日（日）

まつまきえかざりばこ


